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治
タイプライタ
扶養順位の確定

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
斉藤　五郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
入院医療費支払証明書　１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　五郎

治
タイプライタ
サイトウ　ゴロウ

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　太郎

治
タイプライタ
サイトウ　タロウ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
相

手

方

治
タイプライタ

治
タイプライタ
４３

治
タイプライタ
０３　２２２２　２２２２

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ

治
タイプライタ
１０

治
タイプライタ
会社役員
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治
タイプライタ
１　相手方太郎は相手方一郎に対し、医療費として毎月金＊＊万円ずつ支給す
る。
２　相手方太郎に扶養能力がなくなったときは、申立人が相手方一郎を扶養す
る旨の扶養の順位を指定する。

治
タイプライタ
１　申立人は、相手方太郎の父で、相手方一郎の祖父です。また、相手方太郎
は相手方一郎の父親です。
２　相手方一郎は幼少の頃から持病である心臓病が悪化し、２年ほど入院治療
が続いています。その入院費及び治療費を、父である相手方太郎が一切払わな
いので、祖父である申立人において支払っています。
３　相手方父太郎は大企業の会社員であり、相手方子一郎を扶養するだけの十
分な収入を得ているので、まず第一次的な扶養を義務付けるよう、申立の趣旨
記載の調停を求めます。




